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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第43期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第42期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 210 2,467 4,021

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△473 457 △363

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（百万円） △481 453 △342

純資産額（百万円） 10,415 10,702 10,402

総資産額（百万円） 11,216 12,252 12,527

１株当たり純資産額（円） 1,843.641,894.501,841.39

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△85.21 80.22 △60.60

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 92.9 87.3 83.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△27 903 △707

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△249 108 298

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△49 △549 440

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 2,230 3,033 2,573

従業員数（人） 313 298 294

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

  当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

  当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 298     

（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含むほか、パートタイマーは除く）であります。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 272     

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、パートタイマーは

除く）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日）

対前年同期増減率（％）

ハンドラ（百万円） 1,448 3,861.4

テスタ（百万円） 378 1,311.4

パーツ等（百万円） 342 101.6

合計（百万円） 2,168 830.2

　（注）1．金額は販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 受注実績

　当第１四半期連結会計期間の受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 受注高
対前年同期
増減率（％）

受注残高
対前年同期
増減率（％）

ハンドラ（百万円） 1,080 1,098.7 1,192 1,334.5

テスタ（百万円） 373 228.4 587 510.0

パーツ等（百万円） 409 122.0 200 188.9

　　　 合計（百万円） 1,863 379.8 1,979 696.3

　（注）1．金額は販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日）

対前年同期増減率（％）

ハンドラ（百万円） 1,903 27,090.7

テスタ（百万円） 235 568.9

パーツ等（百万円） 328 96.0

合計（百万円） 2,467 1,075.1

　（注）1．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 　 

相手先

前第１四半期連結会計期間
　（自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
　（自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

TEXAS INSTRUMENTS TAIWAN LIMITED－ － 866 35.1

TEXAS INSTRUMENTS MALAYSIA SDN. BHD.－ － 509 20.6

（注）総販売実績に対する割合が10％未満となる前第１四半期連結会計期間の販売実績および総販売実績

に対する割合は、記載を省略しております。　

2．金額は販売価格によっております。

3．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

　

EDINET提出書類

株式会社テセック(E02049)

四半期報告書

 4/22



２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。   

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績

　当第１四半期連結会計期間における世界経済は、主要国の景気刺激策が奏功して中国、インドなどアジア新興国 

が牽引役となり総じて回復基調で推移しましたが、一方で、ギリシャに端を発した南欧の財政問題の顕在化により 

一部に景気減速への警戒感が高まりました。 

　半導体業界におきましては、パソコン、薄型テレビ、スマートフォンなどモバイル機器に加え産業機器や車載用 

デバイスの販売増により、世界的に半導体需要の拡大が続きました。好調な半導体市況を背景に世界の主要半導体 

メーカーが増産化に向けた設備投資に着手し始めたことから、製造装置の需要も本格的な回復基調に転じました。 

　このような状況の中で、主要市場である中国、台湾、マレーシアなどアジア市場において、生産が増加している 

モバイル機器用ＩＣデバイスやパワーデバイス向けなどの検査装置であるハンドラ、テスタの拡販を図りました。 

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、受注高18億63百万円（前年同四半期比4.8倍）、売上高24億 

67百万円（同11.8倍）となりました。製品別売上高はハンドラ19億3百万円（同271.9倍）、テスタ2億35百万円 

（同6.7倍）、パーツ等3億28百万円（同2.0倍）となりました。 

　損益面は、売上高の大幅な回復、量産効果による原価率の低下、および諸経費・研究開発費などの管理強化によ 

る営業利益率の改善により、営業利益は3億58百万円（前年同四半期は営業損失5億4百万円）、経常利益は4億57百 

万円（同経常損失4億73百万円）、四半期純利益は4億53百万円（同四半期純損失4億81百万円）となりました。

(2）キャッシュ・フロー

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、下記の各キャッシュ・フローによる増減により、前連

結会計年度末に比べ4億59百万円増加し、30億33百万円となりました。　　　 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　営業活動によるキャッシュ・フローは、9億3百万円のプラス（前年同四半期は27百万円のマイナス）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上および売上債権の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　投資活動によるキャッシュ・フローは、1億8百万円のプラス（同2億49百万円のマイナス）となりました。これは主

に、有価証券の売却及び償還によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動によるキャッシュ・フローは、5億49百万円のマイナス（同49百万円のマイナス）となりました。これは主

に、短期借入金の減少によるものであります。　 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における研究開発活動の金額は、90百万円であります。　　　

　なお、当第１四半期連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月11日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 5,778,695 5,778,695
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 5,778,695 5,778,695 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 5,778,695－ 2,521 － 3,370

（６）【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。　
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

　　おります。

　

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 129,600 －
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,648,300 56,483 同上

単元未満株式 普通株式 795 － 同上

発行済株式総数 5,778,695 － －

総株主の議決権 － 56,483 －

 

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社テセック
東京都東大和市上北台

3-391-1
129,600     － 129,600 2.24

計 － 129,600     － 129,600 2.24

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 1,085 1,229 1,058

最低（円） 975 950 922

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第１四半期連結会計期間（平成22年４

月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日を

もって有限責任 あずさ監査法人となっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,187 2,733

受取手形及び売掛金 1,400 1,817

有価証券 739 839

製品 231 434

仕掛品 1,062 935

原材料 496 444

未収消費税等 48 104

未収還付法人税等 26 27

その他 41 41

貸倒引当金 △32 △37

流動資産合計 7,201 7,340

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,616 2,620

減価償却累計額 △1,874 △1,862

建物及び構築物（純額） 741 758

機械装置及び運搬具 305 306

減価償却累計額 △282 △282

機械装置及び運搬具（純額） 23 23

工具、器具及び備品 938 937

減価償却累計額 △855 △847

工具、器具及び備品（純額） 82 90

土地 1,897 1,898

有形固定資産合計 2,745 2,771

無形固定資産

のれん 149 162

その他 83 90

無形固定資産合計 233 252

投資その他の資産

投資有価証券 1,916 2,004

保険積立金 125 126

その他 37 38

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 2,072 2,163

固定資産合計 5,051 5,187

資産合計 12,252 12,527
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 570 645

短期借入金 ※
 －

※
 500

リース債務 1 1

未払金 139 118

未払費用 148 136

未払法人税等 13 21

繰延税金負債 0 －

賞与引当金 106 168

製品保証引当金 61 48

その他 121 33

流動負債合計 1,162 1,673

固定負債

リース債務 3 3

繰延税金負債 12 13

退職給付引当金 299 264

長期未払金 11 98

負ののれん 60 72

固定負債合計 387 451

負債合計 1,549 2,124

純資産の部

株主資本

資本金 2,521 2,521

資本剰余金 3,370 3,370

利益剰余金 5,362 4,965

自己株式 △201 △201

株主資本合計 11,052 10,656

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △65 12

為替換算調整勘定 △284 △266

評価・換算差額等合計 △350 △253

少数株主持分 0 0

純資産合計 10,702 10,402

負債純資産合計 12,252 12,527
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 210 2,467

売上原価 405 1,628

売上総利益又は売上総損失（△） △195 839

販売費及び一般管理費

販売手数料 4 111

荷造運搬費 2 15

役員報酬 21 24

給料手当及び賞与 80 88

法定福利費 10 9

賞与引当金繰入額 10 25

減価償却費 5 4

研究開発費 99 90

貸倒引当金繰入額 － 0

のれん償却額 12 12

その他 62 98

販売費及び一般管理費合計 309 480

営業利益又は営業損失（△） △504 358

営業外収益

受取利息 15 10

受取配当金 8 7

投資有価証券売却益 1 －

為替差益 － 31

負ののれん償却額 12 12

助成金収入 － 38

その他 1 0

営業外収益合計 38 99

営業外費用

支払利息 － 0

為替差損 7 －

保険解約損 － 1

その他 0 0

営業外費用合計 7 1

経常利益又は経常損失（△） △473 457

特別利益

貸倒引当金戻入額 2 5

特別利益合計 2 5

特別損失

投資有価証券評価損 6 －

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 6 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△477 462

EDINET提出書類

株式会社テセック(E02049)

四半期報告書

12/22



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

法人税、住民税及び事業税 2 9

法人税等調整額 0 △0

法人税等合計 3 9

少数株主損益調整前四半期純利益 － 453

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △481 453
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△477 462

減価償却費 46 34

のれん償却額 12 12

負ののれん償却額 △12 △12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △4

受取利息及び受取配当金 △24 △17

支払利息 － 0

為替差損益（△は益） － △3

長期未払金の増減額（△は減少） － △86

投資有価証券売却損益（△は益） △1 －

投資有価証券評価損益（△は益） 6 －

固定資産除売却損益（△は益） － 0

売上債権の増減額（△は増加） 312 412

たな卸資産の増減額（△は増加） 41 22

仕入債務の増減額（△は減少） 8 △72

未収消費税等の増減額（△は増加） 109 56

未収入金の増減額（△は増加） 1 △0

未払費用の増減額（△は減少） 4 11

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14 35

製品保証引当金の増減額（△は減少） － 13

その他の流動資産の増減額（△は増加） △7 1

その他の流動負債の増減額（△は減少） △41 38

小計 △37 904

利息及び配当金の受取額 18 13

利息の支払額 － △0

法人税等の還付額 0 －

法人税等の支払額 △8 △14

営業活動によるキャッシュ・フロー △27 903

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 8 －

有価証券の取得による支出 △200 △195

有価証券の売却及び償還による収入 50 299

投資有価証券の取得による支出 △200 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 108 6

有形固定資産の取得による支出 △9 △3

無形固定資産の取得による支出 △1 －

保険積立金の解約による収入 － 0

その他 △5 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △249 108
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） － △500

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △49 △49

少数株主への配当金の支払額 － △0

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △49 △549

現金及び現金同等物に係る換算差額 17 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △308 459

現金及び現金同等物の期首残高 2,539 2,573

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,230

※
 3,033
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （資産除去債務に関する会計基準の適用）

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．棚卸資産の算定方法   当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸等を省

略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定

する方法によっております。

２．法人税等の算定方法   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項

目を重要なものに限定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

──── ────
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と

貸出コミットメント契約を締結しております。この契約

に基づく当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高

は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 1,000百万円

借入実行残高 －百万円　

差引額 1,000百万円

※　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と

貸出コミットメント契約を締結しております。この契約

に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとお

りであります。

貸出コミットメントの総額 1,000百万円

借入実行残高 500百万円　

差引額 500百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

──── ────

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,395百万円

有価証券勘定 739 

３ヵ月超の定期預金 △210 

３ヵ月超の有価証券 △693 

現金及び現金同等物 2,230 

 

現金及び預金勘定 3,187百万円

有価証券勘定 739 

３ヵ月超の定期預金 △199 

３ヵ月超の有価証券 △694 

現金及び現金同等物 3,033 

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　5,778千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　129千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

  配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日　 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 56 10 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日　至  平成21年６月30日）

　当社グループは、半導体検査機器の専門メーカーとして、同一セグメントに属するハンドラ・テスタ及び

パーツ等の製造、販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日　至  平成21年６月30日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上

高
185 13 11 210 － 210

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
19 － 3 23 (23) －

計 205 13 14 233 (23) 210

営業費用 645 35 34 715 (1) 714

営業損失(△) △440 △22 △19 △482 △21 △504

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)北米……………アメリカ

(2)アジア…………マレーシア・中国

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日　至  平成21年６月30日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 13 118 1 133

Ⅱ　連結売上高（百万円）             210

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
6.3 56.4 0.9 63.6

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　  (1)北米……………アメリカ

　　(2)アジア…………マレーシア・中国

　　(3)その他…………フランス

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

【セグメント情報】
　
　当社グループは半導体検査機器の専門メーカーとして、ハンドラ・テスタ及びパーツ等の製造、販売を行って

おり、区分すべき事業セグメントが存在せず報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。　

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,894.50円 １株当たり純資産額 1,841.39円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △85.21円 １株当たり四半期純利益金額 80.22円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △481 453

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△481 453

期中平均株式数（千株） 5,649 5,649

（重要な後発事象）

        該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月６日

株式会社テセック

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 尾関　　純　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　由紀雄　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テセックの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テセック及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月11日

株式会社テセック

取締役会　御中

有 限 責 任  あ ず さ 監 査 法 人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 尾　関　　純　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　藤　由紀雄　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テセックの

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テセック及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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